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［
名
古
屋
事
務
所
］
平
成
二
十
三
年
二
月

二
十
五
日
（
金
）、
竹
林
中
部
森
林
管
理
局
次

長
を
は
じ
め
名
古
屋
事
務
所
職
員
が
講
師
と
な

り
名
古
屋
造
林
素
材
生
産
事
業
協
会
の
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
林
次
長
か
ら
は
、「
森
林
・
林
業
の
再
生

に
向
け
た
国
有
林
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、

日
本
の
森
林
・
林
業
が
抱
え
る
問
題
点
や
課
題

の
解
決
策
と
し
て
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ

ン
」
の
説
明
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
森

林
作
業
道
等
路
網
密
度
を
高
め
、
高
性
能
林
業

機
械
を
導
入
し
、
集
約
化
を
図
る
こ
と
で
、
生

産
性
を
向
上
さ
せ
、
安
定
的
に
木
材
を
供
給
す

る
観
点
か
ら
、
国
有
林
と
し
て
民
有
林
と
連
携

し
施
業
集
約
化
の
推
進
、
路
網
整
備
を
加
速
化

し
て
林
業
機
械
と
組
み
合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
作

業
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
木
材
の
安
定
供
給
に

努
め
る
こ
と
な
ど
を
、
図
解
入
り
で
解
り
や
す

く
説
明
し
ま
し
た
。

　

植
村
上
席
指
導
官
か
ら
は
、
林
業
専
用
道
の

作
設
指
針
を
、
飯
村
上
席
指
導
官
か
ら
は
、
森

林
作
業
道
の
作
設
指
針
を
そ
れ
ぞ
れ
、
写
真
や

図
解
入
り
で
解
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
研
修
で
、

こ
れ
か
ら
の
業
務
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
好

評
を
得
ま
し
た
。

 ［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

　

二
月
十
七
日
、
木
曽
町
立
福
島
小
学
校
四
年

生
四
十
七
名
を
対
象
に
森
林
教
室
の
出
前
授
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

福
島
小
学
校
は
、
城
山
国
有
林
が
学
校
の
裏

山
に
位
置
し
て
お
り
、
動
植
物
の
観
察
や
森
林

散
策
な
ど
森
林
学
習
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
て
、
自
然
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
出
前
授
業
の
依
頼
を
受
け
、
森
林
教

室
の
実
施
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
木
曽
署
の
ふ
れ
あ
い
係
長
の
応
援
を

得
て
、
木
曽
五
木
の
見
分
け
方
の
説
明
の
後
、

ヒ
ノ
キ
間
伐
木
を
輪
切
り
に
し
て
絵
や
名
前
を

書
い
て
首
に
下
げ
る
ま
で
の
作
業
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
が
、
時
間
の
関
係
で
丸
太
切
り
ま
で

と
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
最
初
に
所
長
か
ら
森
林
の
大
切

さ
の
話
を
し
た
後
、
ふ
れ
あ
い
係
長
か
ら
ク
イ

ズ
形
式
で
日
本
や
木
曽
地
域
の
森
林
に
つ
い
て

学
習
を
進
め
、
中
で
も
「
ヒ
ノ
キ
の
葉
裏
の
気

孔
は
Ｙ
の
字
、
サ
ワ
ラ
は
Ｘ
な
ん
だ
よ
」
と
の

説
明
に
は
、
パ
ネ
ル
の
標
本
を
見
て
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

丸
太
切
り
で
は
、
力
が
必
要
で
大
変
で
は
な

い
か
と
不
安
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同

級
生
や
先
生
の
応
援
を
受
け
、
楽
し
そ
う
に
ノ

コ
ギ
リ
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
全
員
が
輪
切
り
を
持
っ
て
教
室
に
移

動
し
て
、
仕
上
げ
の
手
順
を
職
員
か
ら
説
明
を

受
け
出
前
授
業
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
今
ま
で
以
上
に
森
林
へ
の
関

心
を
高
め
、
城
山
国
有
林
の
利
用
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

 

［
南
信
署
］
平
成
二
十
二
年
三
月
三
日
に
「
伊

那
谷
の
林
業
を
考
え
る
研
究
会
」、
三
月
六
日

に
「
森
林
に
学
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
信
州
大

学
農
学
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
署
も
参
加

す
る
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
の
取
組
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
伊
那
谷
の
林
業
を
考
え
る
研
究
会
」
は
、

伊
那
谷
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催

し
、
今
回
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
、
伊
那
谷

の
林
業
関
係
者
約
八
十
名
が
参
加
し
、
基
調
講

演
の
外
、
参
加
六
団
体
の
取
組
内
容
が
発
表
さ

れ
、
当
署
か
ら
は
販
売
係
長
が
「
伊
那
谷
流
域

に
お
け
る
国
有
林
材
の
流
通
」
と
題
し
て
、
シ

ス
テ
ム
販
売
材
や
委
託
販
売
材
の
下
流
域
へ
の

流
通
等
の
説
明
と
現
状
を
踏
ま
え
た
今
後
の
課

題
・
対
策
等
を
発
表
し
ま
し
た
。

  

基
調
講
演
の
中
で
、
信
州
大
学
経
営
大
学
院

特
任
教
授
の
マ
イ
ケ
ル
・
ノ
ー
ト
ン
氏
か
ら

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
林
業
の
取
組
を
例
に
、

「
企
業
、
大
学
、
行
政
な
ど
が
林
業
の
分
野
に

と
ど
ま
ら
ず
連
携
し
、
一
定
の
成
果
を
得
て
い

る
。」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

  

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
努
め
た
信

州
大
学
の
植
木
教
授
か
ら
「
地
域
林
業
と
叫
ん

で
も
、
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
状
態
で
は
発
展
で

き
な
い
。
広
い
視
野
を
も
っ
て
現
状
を
と
ら

え
、
問
題
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
」
と
の
ま
と

め
を
も
っ
て
盛
会
の
内
に
閉
会
し
ま
し
た
。

竹林次長から
「森林・林業再生プラン」について説明

国
有
林
野
事
業
の

�

取
組
を
地
域
に
発
信

名
古
屋
造
林
素
材
生
産
事
業
協
会
の

勉
強
会
で
名
古
屋
事
務
所
職
員
が
講
演

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

福
島
小
学
校
へ
出
前
授
業
の
実
施

サ
ワ
ラ

ヒ
ノ
キ

城山には皆さんの
先輩が小鳥の巣箱を
掛けていますと
話をする田口所長
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ま
た
、「
森
林
に
学
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

県
内
の
森
林
・
林
業
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が

構
成
す
る
「
森
林
に
学
ぶ
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運

営
委
員
会
が
主
催
し
、
今
回
で
十
二
回
目
の
開

催
と
な
り
、
一
般
の
者
を
含
め
約
七
十
名
が
参

加
し
、
大
学
生
の
外
三
団
体
の
取
組
内
容
が
発

表
さ
れ
、
当
署
か
ら
は
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
が

「
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
展
開
」
と
題
し

て
、
南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協
議
会
と
連
携
し

た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
の
取
組
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
関
し
て
は
、
現
地
の
被

害
を
よ
く
知
る
参
加
者
か
ら
様
々
な
情
報
を
得

る
中
で
、
意
見
交
換
等
を
行
い
、
科
学
的
な
調

査
が
更
に
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
再
確
認
さ

れ
ま
し
た
。  

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
を
踏
ま

え
、
民
国
が
一
体
と
な
っ
た
施
策
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ

て
林
業
関
係
者
の
資
質
の
向
上
と
交
流
が
図
ら

れ
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
当

署
と
し
て
も
地
域
林
業
を
担
う
一
翼
と
し
て
重

要
な
位
置
を
預
か
っ
て
い
る
と
の
認
識
の
下
、

今
後
と
も
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
三
月
七
日
、
田
立
国
有
林
の

田
立
の
滝
に
て
、
植
物
勉
強
会
を
行
い
、
南
木

曽
町
役
場
職
員
と
南
木
曽
支
署
職
員
合
わ
せ

二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
田
立
の
滝
」
は
天
河
滝
（
高
さ
四
十
㍍
）

を
主
瀑
に
う
る
う
滝
・
ら
せ
ん
滝
・
洗
心
滝
・

霧
ヶ
滝
・
不
動
滝
等
無
数
の
滝
が
連
な
っ
た
滝

の
総
称
で
日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
て
お
り
、

四
季
を
通
じ
て
、
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
景
勝
地
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
田

立
国
有
林
は
比
較
的
温
暖
な
気
候
で
あ
る
こ
と

か
ら
生
育
す
る
樹
木
や
植
物
も
多
く
、
多
く
の

人
が
森
林
浴
に
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
平
成
十
二
・十
八
年
と
豪
雨
に
よ

り
滝
周
辺
の
山
肌
が
崩
壊
し
危
険
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
二
十
年
か
ら
三
年
間
入
山
禁
止

に
し
て
、
復
旧
治
山
工
事
を
実
施
し
、
今
年
度

で
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
と
な
り
、
四
月
か
ら

入
山
が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
訪
れ
る
方
々
に

あ
ら
た
め
て
周
辺
の
植
物
等
の
紹
介
が
で
き
る

よ
う
に
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

  

当
日
は
、
国
有
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
楯
誠
治

先
生
を
講
師
に
招
き
、
田
立
地
域
に
あ
る
植
物

に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
写
真
に
よ
る
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
現
地
の
田
立
の
滝
の
遊
歩
道
の
自

然
散
策
を
し
な
が
ら
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
八
日
の
「
田
立
の
滝
開
き
」
を
控

え
、
地
元
有
志
に
よ
る
遊
歩
道
の
整
備
も
行
わ

れ
る
等
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
「
田
立
の
滝
を
守
り
続
け

て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
共
有
し
て
、
今

後
も
こ
う
い
っ
た
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
地
域
貢
献
・
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

意
思
統
一
で
無
災
害
継
続
に
努
め
る

 ［
東
濃
署
上
矢
作
森
林
事
務
所
班
］

　

上
矢
作
班
は
、
岐
阜
県
恵
那
市
上
矢
作
町
に

所
在
す
る
上
村
恵
那
国
有
林
の
約
四
、二
〇
〇

㌶
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
班
は
、
基
幹
作
業
職
員
二
名
と
臨
時
作
業

職
員
二
名
の
計
四
名
体
制
で
活
動
し
て
お
り
、

気
心
の
知
れ
た
仲
間
同
士
で
あ
る
た
め
、
何
で

も
言
い
合
え
る
雰
囲
気
で
、
活
気
が
溢
れ
る
現

場
で
す
。

　

作
業
内
容
は
、
収
穫
調
査
・
林
道
維
持
修

繕
・
境
界
巡
検
・
分
収
育
林
の
明
認
作
業
・
冬

期
の
除
伐
Ⅱ
類
等
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
々
の
業
務
内

容
や
作
業
地
の
条
件
等
を
踏
ま
え
て
、
ツ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
危
険
箇
所
や
危

険
な
作
業
動
作
の
確
認
、
効
率
的
で
安
全
な
作

業
方
法
等
に
つ
い
て
皆
で
打
合
せ
、
意
思
統
一

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
村
恵
那
国
有
林
は
急
峻
な
地
形
が

多
く
、
か
つ
、
土
質
が
真
砂
土
で
あ
る
た
め
林

道
の
陥
没
や
法
面
か
ら
の
崩
土
な
ど
が
発
生
し

や
す
い
た
め
、
降
雨
後
は
も
と
よ
り
、
日
々
の

林
道
走
行
に
当
た
り
、
防
衛
運
転
、
か
も
し
れ

な
い
運
転
に
徹
す
る
な
ど
十
分
に
注
意
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
継
続
し
、
よ
り
一

層
活
気
溢
れ
る
職
場
づ
く
り
を
職
員
一
丸
と

な
っ
て
目
指
し
、
無
災
害
を
続
け
て
い
く
決
意

で
す
。

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

発表する森林ふれあい係長

勉強会の様子

収穫調査へ向かう上矢作班の皆さん

田
立
の
滝
一
般
開
放
に
向
け
て

〜
田
立
地
域
の
植
物
勉
強
会
を
実
施
〜
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しろ うま だけ

古城山古城山古城山

風景紀行

古
城
山
風
景
林

 

［
岐
阜
署
］
岐
阜
県
の
南
西
部
、
濃
尾
平
野
の

北
端
部
に
位
置
す
る
美
濃
市
に
、
こ
の
山
が
所

在
す
る
古
城
山
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。

　

美
濃
市
と
い
え
ば
古
く
は
長
良
川
の
舟
運
の

集
積
地
と
し
て
、
ま
た
美
濃
和
紙
の
産
地
と
し

て
栄
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
域
区
の
選
定
を
受
け
た
卯
建

（
う
だ
つ
）
の
上
が
る
町
並
が
有
名
な
「
和
紙

と
う
だ
つ
の
ま
ち
」
で
す
。

　

そ
ん
な
市
の
中
央
部
に
位
置
す
る
国
有
林

は
、
面
積
二
〇
八
㌶
の
大
部
分
が
ヒ
ノ
キ
や
ス

ギ
を
主
体
と
し
た
人
工
林
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
標
高
四
三
七
㍍
の
古
城
山
は
登
山
道
か
ら

の
眺
望
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
間
一
万

人
を
超
え
る
人
々
が
登
山
に
訪
れ
、
昭
和
五
十

年
四
月
か
ら
古
城
山
風
景
林
（
七
二
㌶
）
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
こ
の
山
は
古
名
を
鉈
尾
（
な
た

お
）
山
と
い
い
、
戦
国
時
代
か
ら
中
濃
を
制
覇

し
て
い
た
佐
藤
氏
三
代
の
居
城
で
し
た
が
、
三

代
目
の
佐
藤
才
次
郎
方
政
は
関
ヶ
原
の
合
戦
で

石
田
三
成
方
に
つ
い
て
敗
れ
、
滅
亡
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

現
在
も
山
頂
に
は
本
丸
跡
が
あ
り
、
四
方
釣

り
壁
の
要
塞
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
本
丸
の

石
垣
は
半
ば
埋
も
れ
な
が
ら
も
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
北
尾
根
に
は
数
段
の
曲
輪
跡
が
見

ら
れ
、
本
丸
の
東
に
は
食
料
倉
庫
等
が
並
ん
で

い
た
と
い
う
帯
曲
輪
（
お
び
く
る
わ
）
跡
の
細

長
い
平
地
も
あ
り
ま
す
。

　

本
丸
か
ら
南
に
は
三
つ
の
曲
輪
跡
が
あ
り
、

そ
の
先
に
あ
る
石
垣
の
大
手
曲
輪
跡
は
登
山
時

に
気
が
つ
か
な
い
ほ
ど
崩
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
曲
輪
も
塀
や
柵
を
め
ぐ
ら
し
た
立
派
な
山
城

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
戦
国
時
代
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
山
道
は
市
、
市
民
、
署
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
よ
り
軽
装
で
気
軽
に
登
れ
る
よ
う
整
備

さ
れ
て
お
り
、
麓
に
は
森
林
県
岐
阜
に
相
応
し

い
「
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
」
や

「
岐
阜
県
森
林
科
学
研
究
所
」
も
あ
り
、
森

林
・
林
業
に
関
わ
る
勉
学
、
試
験
研
究
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

○
マ
イ
カ
ー

　

・�

東
海
北
陸
自
動
車
道
・
美
濃
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
→
国
道
一
五
六
号
線
を
北
上
→

曽
代
（
そ
だ
い
）
交
差
点
を
西
→
美
濃
市

運
動
公
園
（
駐
車
場
）

○
公
共
交
通
機
関

　
・�

長
良
川
鉄
道
梅
山
駅
下
車
→
徒
歩
三
十
分

→
美
濃
市
運
動
公
園

山頂から市街地を望む 古城山

東屋で一休み 整備されている登山道


